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平成 21年 11月 9日 

各    位 

会  社 名  株 式 会 社 ニ  レ  コ 

代 表 者 名  代表取締役社長 山田 秀丸 

（JASDAQ  コード番号 ６８６３） 

                                                           問い合せ先 取締役執行役員管理部門担当 

                                                長 塚 寛 

                                                             （TEL 042-642-3111） 

特別損失の発生及び業績予想の修正に関するお知らせ 
 

当社の連結子会社の売却にともない特別損失が発生いたしますので、その内容をお知らせいたします。 

また、これにともない最近の業績動向等を踏まえ平成21年８月10日に公表いたしました平成22年３月期第2四

半期連結累計期間業績予想及び平成22年 3月期通期連結業績予想を下記の通り修正いたしますのでお知らせいたし

ます。 

 

記 
 
１．特別損失の発生及びその内容 

当社の連結子会社であったNIRECO AMERICA CORPORATION（所在地：米国ニューヨーク・議決権の所有割合：25％）

は、北米地区において当社ウェブ及び検査機事業の製品を中心として販売活動をおこなってまいりました。しかし

長引く不況の影響や当該会社の販売力の弱さなどから赤字が継続しておりました。このような状況下において、当

該会社の事業の好転は当面見込めない事から、同社株式の 75％を所有する単一株主との間で、当社所有の 25％の

株式の売却、会社名における「NIRECO」の使用の中止及び当社製品の独占販売権の終了等に平成21年８月31日に

合意し、これにより当該会社は当社の子会社ではなくなりました。 

これに伴い、平成22年３月期第２四半期において子会社整理損69百万円を特別損失に計上する必要性が生じま

したのでお知らせいたします。 

なお、今後につきましては、商社経由での販売の強化や、新たな販売代理店の開拓をおこない北米地区での売上

の強化を図ってゆく所存であります。 

 
 

２．平成22年３月期第２四半期連結累計期間連結業績予想の修正（平成21年４月１日～平成21年９月30日） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益

     百万円     百万円       百万円      百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ）  2,900 △ 140  △ 140 △ 90 △ 12.32 

今回発表予想（Ｂ）  2,994 △ 162  △ 162 △ 169   △ 23.16 

増減額（Ｂ－Ａ）   94  △  22  △  22  △  79 － 

増減率 3.2％ － － － － 

（ご参考）前期第2四半期実績 

（平成21年３月期第２四半期） 
 3,970    187     217 △ 242 △ 26.62  
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３．平成22年３月期通期連結業績予想の修正（平成21年４月１日～平成22年３月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

     百万円     百万円       百万円      百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ）  6,800    30     50     20     2.74 

今回発表予想（Ｂ）  6,800    10     30 0 － 

増減額（Ｂ－Ａ）       0 △  20  △  20 △   20 － 

増減率 0.0 △66.7％ △40.0％ △100.0％ － 

（ご参考）前期実績 

（平成21年３月期） 
 8,031    205      38 △1,056 △ 118.43 

 

(3) 修正の理由 

第２四半期連結累計期間においては、一部受注品の売上計上時期が早まったことから売上高の上方修正をいたしま

す。営業利益、経常利益につきましては、市場の競争激化などにより一部に売上利益率の悪化があり、当初予想を下

方修正いたします。また、四半期純利益につきましては前述の理由に加え、特別損失として子会社整理損 69 百万円

などが発生し当期純損失が増加する見込みとなったため下方修正いたします。 

通期連結業績予想につきましては、前述の第２四半期連結累計期間までにおける当初予想の修正内容を加味し修正

をいたします。 

 

（注）上記の予想は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績は今後様々な要因によっ

て記載の予想と異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 


